第55回朝鮮学会報告/2004年10月3日(日)/於九州大学


洪命憙の『林巨正』と『朝鮮王朝実録』

県立新潟女子短期大学　波田野節子
１．研究の経緯

１－１　読書体験と疑問

・主人公の後半部の変貌に違和感をもって、抱いた疑問

1． なぜ小説中に違和感をいだかせるような断絶が生じたのか

・未完で終わっていることに対して抱いた疑問

２．なぜ小説が未完で終わったのか

・書誌を調べて抱いた疑問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<資料１>
３．なぜ前半３編を単行本にしなかったのか（疑問２と連動）

１－２「『林巨正』の成立過程と不連続性について」（2001年10月第52回朝鮮学会報告）

· 『林巨正』の執筆時期を３期に区分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<資料２>
· １期と２期のあいだに大きな断絶　←　執筆中断と社会情勢の変化

· 洪命憙が執筆当初にたてた方針「朝鮮情調」に回帰したことが原因ではないか

[1929年の末、新幹会活動で奔走しながら『林巨正』を執筆していた洪命憙は、「両班篇」の完結を前に逮捕された。1932年に出獄したとき、すでに新幹会は解散し、社会の雰囲気も一変していた。連載再開のために構想を練り直した彼は、前回の連載中は政治活動が多忙で思うように実行できなかった最初の方針、「朝鮮情調で一貫した作品」を目指すことを再確認した。後半の作風の変化はこの結果生じたと思われる]

反省：作品の読みこみと社会情勢の整理に時間を取られ、不連続の解明が十分でなかった。とくに「朝鮮情調」の内容が曖昧なままであった。

１－３　論文「洪命憙の両班論と『林巨正』」

・「『朝鮮情調』のなかで生きる人間は、その空間の産物」（前回学会発表）　
その空間　→　16世紀朝鮮

林巨正　　→　16世紀朝鮮に生きた人物

・では洪命憙は16世紀朝鮮をどんな時代とみなしていたか　→　両班階級の発達期

（1930年代後半の見解）
・1929年の洪命憙は巨正を｢胸にあふれる階級的○○の炎を抱き、白丁を糾合してその時代の社会に対して○○した｣
人物とみなし、実際に『林巨正』には巨正を近代的な革命児のごとく描いている。

・創作スタンスが変わった

　　1920年代末　：現実には表明できない政治的信条を、歴史小説を借りて表す

　　　　　　　　　↓　　　　　

　　　　　　1930年代後半：その時代(16世紀朝鮮)を生きる人間として表す　　

歴史小説を創作するスタンスがこのように変化したために断絶が生じたと推論

２．　朝鮮王朝実録
洪命憙の創作態度は、いつ、なぜ変わったか

・第3期執筆を始めたころ、洪命憙は次のように述べている。

「朝鮮王朝500年の歴史はすなわち両班階級の歴史であるから、なにより両班階級の特質の科学的な究明なしには、その理解は難しい。歴史的事実を事実通りに知ろうとするうえでもそれは必要だが、またその歴史の始終を体系的に把握しようとするうえで、いっそう必要だと考える」

・洪命憙がこの時期、朝鮮王朝の歴史の究明をめざしていたことがうかがわれる。

・『林巨正』第3期の特徴　→　材源として『朝鮮王朝実録』が多く取り入れられている

　

「朝鮮王朝実録」とは、朝鮮太祖から哲宗にいたるまで25代472年間の歴史を年月日順に編年体で記録した1893巻888冊の膨大な書物である。正本のほかに副本が作成され、複数の地方史庫に保管されたおかげで何度かの火災や戦火にも全失を免れた。日韓併合当初は４つの地方史庫に保管されており、うち１つが旧皇室蔵書閣、２つが朝鮮総督府の奎章閣を経由して1930年に京城帝国大学附属図書館に移され、残りの１つは東京帝大に寄贈されて関東大震災で焼失した。京城帝大では1929年から1932年にかけて全実録を写真版で４分の１の縮刷復刻をおこなって30部を出版したが、ほとんどが日本に送られ、朝鮮に残ったのは8部だけであった
。

２－１　材源

　

第1期（鳳丹篇・皮匠篇・両班篇）　　燃藜室記述/寄斎雑記など野史　その他

第2期（義兄弟篇1,2,3・火賊篇1） 　朝鮮王朝実録（僅少）
　 その他

第3期（火賊篇2,3,4）　　　　　　　朝鮮王朝実録　(多量)
　　その他

・実録記事に依拠したと推定される箇所は、「義兄弟篇」の後半部から現れて次第に増加

・第３期になると、ストーリー展開に実録の内容がそっくり取り入れられ、王への上奏文や王の下す命令には実録の記述がほぼそのまま使用されている。
２－２　洪命憙と実録

洪命憙はいつ実録を読んだか

・洪命憙は京城帝国大学図書館のような場所で復刻版を閲覧するという形で実録を読んだと思われる。

執筆第1期（1928.11-29.12）：

1932年に復刻版が出るまで、一般人が実録を目にすることはまずできなかった
。それゆえ洪命憙もこの時期に実録を材源にすることは事実上不可能であった。

執筆第2期(1932.12.1-35.12)：

復刻版が1932年の何月に出たのかは不明。洪命憙はこの年の1月に出獄している。5月に『林巨正』連載再開の予告記事が朝鮮日報に出たが、会社の内紛で休刊の事態になり、結局12月1日から「義兄弟篇」の連載が始まった。

・洪命憙は第2期連載の開始前あるいは連載途中に、朝鮮王朝実録を目にしたことになる

・調査方法　　１　作品外の状況（実録の閲覧できた場所etc.）→　調査できなかった

２　作品内から読みとる

２－３　作品分析

・｢義兄弟篇｣中、実録に依拠した可能性のある部分をチェック

　　結果　｢朴ユボギ｣｢郭オジュ｣｢吉マッポンィ｣｢黄天王童｣｢裵トルソギ｣　→　なし

｢李鳳学｣　→　実録に名前の出るような著名両班が登場

・｢李鳳学｣｢徐霖｣｢結義｣を集中的に検討

結果　*　｢李鳳学｣の作品内時間、とりわけ李鳳学が済州道に赴任してからの時間経過が曖昧である

*　時おり説明調で不自然な記述がある

・そのような箇所を中心にして新聞連載本と対比

反省　:　本研究での使用本　→　四季節社本（底本は乙酉文化社本
）

　　　　　　

朝鮮日報社本では作品内時間が改変されている　

　　　　表①と表②参照　　「義兄弟篇」の時間　 乙卯倭変　～　結義　

　　　　　　　　　　　　　　　  新聞連載本 　　1555　～　1560　　

朝鮮日報社本 　1555  ～  1558

・季節の変化など、時間に関する記述を大量に削除改変して時間の流れを曖昧化　

・それにしたがって官職に関する記述を変更

<例１>　進上品が家から見つかって巨正の家族が役所で取調べを受けたとき

新聞連載本(1560春)　　
咸鏡道監司だった李潤慶が今は兵曹判書であることを楊州郡守は知っている（李潤慶が兵曹判書になったのは1560.1）(義443)　　　　　　　　　　

朝鮮日報社本(1558春)

　 　 この部分を削除（6結p.93）
　

<例２>　李鳳学の取り扱いについて４人の朝臣が朝廷で話しあう　　　　　　　　　　　　　

新聞連載本(1560夏)　　兵曹判書李潤慶(1560.1～)/刑曹判書元継儉(1559.4～)

　　　　　　　　　　捕盗大将金舜皐(1558.2～)/領議政尚震(1558.5～) (徐4-9）

朝鮮日報社本(1558夏)　この部分を全部削除（連載一回の半分以上）(6結p.154)　

・1560年現在の官職に関する詳しい情報　←　朝鮮王朝実録を読んでいた

２－４　実録の影響による構想変更

なぜ結義の年を1558年に変えなくてはならなかったのか
当初の予定　1560　　義兄弟結義

1561　　火賊行為をして九月山にたてこもる

　　　　　　1562.1　巨正処刑　　

処刑の年にあわせて結義を1560年に設定したが
、実録記事の内容を小説に反映させるにはもっと時間が必要だと考えたのではないか

3人の妻　　　　　　　　　　　　　　　？

　　　　　　長統坊の事件　　　　　　　　　　1560年 8月

　　　　　　監司の親戚詐称　　　　　　　　　　　 　10月　　

　　　　　　徐霖逮捕　　　　　　　　　　　　　　　 11月

平山戦　　　　　　　　　　　　　　　　 11月

　　　　巡警使　　　　　　　　　　　　　　　 　12月　　　

　　　　　　巨正偽者事件と呉哥の最後        1561年 1月  

　　　　　　義州の偽巨正事件　　　                  9月

　　　　　　南致勤が黄海道討捕使に        　　　　 10月

構想変更の兆候

1 皮匠篇執筆中：おそらくこの小説は400回近くまで行って終わることになろう

2 義兄弟篇　　：これまで160回書いたが、あと180回くらいで書き終えると思う

3 火賊篇開始　：この先2,3年はかかるかもしれない

　　↓

1 近代的な変革意識をいだく巨正が義兄弟たちと義賊行為を行なう痛快アクション

2 スピーディに結義して早めに終了

3 朝鮮王朝実録の記述を盛り込んでじっくりと書きつづける

　　　　　　　　　

②と③のあいだ＝1933年9月から1934年9月のあいだ、すなわち義兄弟篇の後半部分を執筆している1年のあいだに、構想の変更をもたらす何かが起きた

　　　　　　　　　　　　　　　　　↓　

　　　朝鮮王朝実録との(本格的な)出会い
２－５　構想変更にともなう他の修正

	
	修正箇所
	新聞連載本
	単行本
	備考

	1


	徐霖が仕えた平安道観察使
	李樑

(1559)
	金明胤

(1557)
	李樑は1661年4月に就任したので時期は少しずれている。金明胤はなっていない

	2
	李欽礼が盗賊を捕縛
	なし
	挿入(1558)

(結義/p.133)
	実録1557.7.11/1558.5.3

平山戦の布石

	3
	李億根事件
	なし
	挿入(1558)同上
	実録1559.3

	4


	マッポンィ救出に安城に向かう途中と帰途に会う人物
	南大門一派のボス

鍛冶屋
	韓温(結義/p.220、296)

削除
	実録1561.9にある韓温を火賊篇で登場させる布石。鍛冶屋はのちに李春同を本格的に登場させるために削除

	5


	李鳳学が倭寇退治の遠征中に会う湖南兵馬節度使
	役職名のみ

(1556春)
	南致勤の名前

(鳳学/p.343,4)

(1556春)
	実録1555.10.11に南致勤の就任の記事



	6
	その他　
	
	
	


謎　なぜ結義の年を李億根事件とあわせて1559年にしなかったのか

　（そうすれば、金山の登場が1560年になって、時間の食いちがいがなくなる）

３．以上の調査にもとづいた推測

1928年に『林巨正』の連載を始めたとき、洪命憙が材源としたのは野史と野談であった。朝鮮情調で一貫した作品という方針を立てていたものの、多忙な新幹会活動にまぎれて思うように行かず、材源に過度に依拠する傾向が強かった。この時期の洪命憙は『林巨正』を大長編にする意図はもっておらず、民衆のヒーローとして賤民階級出身者が仲間たちと連帯して社会に反抗する痛快アクション風作品を考えていたと思われる。

｢義兄弟篇｣連載をはじめた1932年に朝鮮王朝実録の復刻が完成した。これを読んだ洪命憙は史実をできるだけ小説に取り入れるようになり、「義兄弟篇」を終えて「火賊篇」を書きはじめるころには、小説の構想を実録にそって変更し、じっくりと書きつづけることを決意するにいたった。こうして「火賊篇」には3人の妻が登場し、巨正は以前とうってかわった専制的な家父長で非情な火賊として描かれるようになった。

2年間の病気休載ののちに始まった3期の｢火賊篇｣と｢慈母山城篇｣には、朝鮮王朝実録の巨正関連部分がほぼ取り入れられている。このころ彼は朝鮮王朝の歴史を｢両班の歴史｣と把握し、巨正の生きた16世紀は「両班階級の発展期」であると認識していた。それならば権力に対する巨正の反抗は時代の流れとは無縁な｢客気｣でしかないことになる。第3期には、時代にさからう巨正の悲劇的な姿が浮き彫りになっている。

洪命憙が史実と細部にこだわるようになるにつれて、『林巨正』はいくら時間があっても足りない長さになっていった。

� この断絶は、1988年5月におこなわれた座談会(出席者：廉武雄、林栄澤、潘星完、崔元植)において廉武雄によって指摘され、出席者全員がその存在を認めたが、それが生じた原因については見解が分かれた。（「근대문학에 있어서『임꺽정』의 위치」、林栄澤･姜玲珠編『벽초홍명희와｢임꺽정｣의 연구자료』、사계절출판사、1996。以降『資料』と表記）その後も多くの論者が作品前半と後半の変化に言及しているが、この不連続性自体を研究テーマにした論文は、現在までのところ見当たらない。


� 「홍명희의 양반론과『임꺽정』」、『한국 근대문학과 일본』소명출판、2003


� 1929.6『三千里』創刊号（『資料』p.34）


� 「李朝政治制度와両班思想의全貌」、『朝鮮日報』、1938.1.3（『資料』p.130）


�　『韓国民族文化大百科事典』、韓国精神文化研究院発行、1991/「朝鮮実録考略」、『末松保和朝鮮史著作集６』吉川弘文館、1996、 pp.311-321。なお、赤裳山史庫本が蔵書閣、太白山史庫本と江華鼎足山史庫本が奎章閣に移され、五台山本が東京帝大に寄贈された。　


� ｢結義｣の章で巨正の手下に殺される｢李億根｣と｢火賊篇1｣の最終部に登場する｢金山｣の2人の名前が実録に見える。その他には、巨正に3人の妻がいたという実録記事が｢火賊篇1｣に取り入れられている。


� 『資料』第4部「林巨正の源泉史料」には林巨正関連の明宗実録記事が48個収録されている。そのうち後半の33個は小説が未完に終わった時点(1560年12月中旬)以降のものだが、前半の15個はすべて何らかの形で｢火賊篇2,3｣と｢慈母山城篇｣に、引用あるいは反映されている。


� 1916～17年に雑誌『史林』に連載された｢朝鮮の栞｣に、「朝鮮にては総督府及李王家に、内地にては東京帝国大学に所蔵するのみにて、いづれも貴重書籍なるを以って一般の研究者には見ること難きは遺憾なり」という今西龍の記述がある。（『朝鮮史の栞』所収、近澤書店、昭和10年、p.27）


� 四季節社本の校訂をおこなった정해렴は以下のように述べている。「どうやら『林巨正』は朝鮮日報に連載され、そのうちの義兄弟篇と火賊篇のみがまず作者の大幅な推敲をへて1939年と40年に朝鮮日報社から4巻で初版刊行され、解放後、この朝鮮日報社本の著者校正（部分的な字句修正や誤字脱字程度を正したもの）で6巻に分冊し重刊したもののようだ。」(｢교정후기｣、『林巨正10』사계절출판사1991､ｐ.164)しかし、乙酉文化社本が出た1948年は洪命憙が平壌での連席会議に出席したあと北朝鮮に留まった年であり、このようなあわただしい時期に洪命憙が校正をできたかどうかは疑わしい。また、もし本人が校正をしたのならば字句だけでなく、本人の性格からして文章にも手を加えた可能性が高い。洪命憙が実際に自分で校正したのは朝鮮日報本が最後だったと推測する方が妥当ではないだろうか。なお、정해렴氏は｢校正後記｣の他に｢『삼대』와『일꺽정』’원본’의 虛實｣(「민족문학사연구」第4号、1993)という論文も発表して、『林巨正』校正のさいには新聞連載本と厳密な対照作業をおこなったとしているが、朝鮮日報社本刊行のさいに生じた膨大かつ重大な修正箇所には一部をのぞいて言及していない。 


� 朝鮮日報社本では章の分け方も修正されている。この部分は新聞連載時には「徐霖の章」であった。


�　巨正処刑の年は｢燃藜室記述｣、「国朝宝鑑」、「列朝統記」などにも記載されている。


� 1929.6『三千里』(『資料』p.35)


� 1933.9『三千里』(『資料』p.38)　　


� 1934.9.8『朝鮮日報』(『資料』p.40)
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